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大学「地（知）の拠点整備事業」ホームページ掲載用原稿記入フォーム

※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。

実習企業・機関

社会福祉法人佛子園B’s行善寺

実習期間 平成３０年８月２０日　～　平成３０年８月２５日

学生氏名 阿部文音

実習プログラム ＜８月２０日＞

9時30分：速水代表によるオリエンテーション

11時00分：B’ｓ保育園にて実習開始

　　　　　・食事の補助・児童たちの寝かしつけ

12時30分～14時00分：施設内の観察

14時00分～15時00分：大江さん（保母の方）との対話

　　　　　・B’s行善寺という施設について・B’s行善寺におけるメリット

15時00分～16時20分：交流

　　　　　・子ども達との交流・子ども達におやつを渡す

16時20分～17時00分：１日の振り返り

17時30分：速水代表との振り返り

18時30分：退勤

＜８月２１日＞

10時20分：制服に着替えた後、従業員の方と掃除



10時 30分：朝礼

10時40分：やぶそばでの実習

　　　　　・商品の提供・隣接する野菜売り場、カラオケボックスの清掃

14時00分～15時00分：職員の方との交流

15時00分：やぶそばでの実習

　　　　　・商品の提供・従業員の方との交流

17時00分：1日の振り返り・制服のクリーニング

＜8月22日＞

10時00分：GOTCHA！WELLNESでの実習開始

　　　　　・スタッフの方のレクチャー・受付業務・プールの点検

14時00分～15時00分：休憩

15時00分：GOTHA!WELLNESでの実習

　　　　　・再度受付業務を行う・スタッフの方との交流

16時30分：子どもたちのスポーツ活動へ参加

　　　　　・ダンス教室・スイミング教室

17時30分：振り返り

＜8月23日＞

10時30分：B’s子どもLaboでの実習開始

　　　　　・リトミック（ミュージックサプリ）・お絵かき(担当の子どもたち

と)

12時 00分～13時00分：休憩

13時00分：子どもLaboでの実習



　　　　　・お絵かき（担当の子どもたちと）・積み木（担当の子どもたちと）

16時30分～17時00分：休憩

17時00分～17時30分：子どもたちの見送り

17時30分～18時00分：１日の振り返り

＜8月24日＞

10時00分：朝礼

　　　　　・生活介護・就労支援B型（B’sWork）

10時 30分～13時00分：生活介護での実習スタート

　　　　　・映画鑑・食事準備・入浴補助

13時00分～14時00分：休憩

14時00分～16時00分：生活介護実習

　　　　　　　　　　・利用者の方と流しそうめん

16時00分～16時50分：振り返り

16時50分～17時30分：本田事務長との最終振り返り

学び・気づき

（300字程度）

　この５日間の実習をこの施設で行っていると障がい者の方が健常者の方と交流

している風景が当たり前の様に感じるようになっていた。しかし、それは行善寺

の中に一般の方も利用できるような施設があることにより彼らと関わる機会が非

常に豊富なだけでありこのような施設を他の地域で作るのはかなり困難なことが

分かった。また、発達障害の子供と関わる時には、ただ単に仲良くなろうとする

のではなく彼らが学校や社会で過ごしやすくするために向き合っていかなくては



ならない。その子自身の成長の手助けをしなくてはならないということに気づか

された。

今後に向けた

抱負

（200字程度）

　これから先社会福祉士を目指す過程で様々な施設で実習をする中で大学での座

学の知識はきっと役立つだろう。しかし、最初からその知識のみで対応しようと

するのではなくまずはその人自身をよく観察しようと思う。その人自身を知るこ

とによって何をどう接すればよりその人が過ごしやすくなるかがきっと分かるは

ずだと気づいた。今後の実習では大学で身についた知識と観察することを組み合

わせて取り組みたいと考えている。

インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅

力

（300字）

　この施設の魅力としては地域住民の方との交流に場が身近にある事、子ども達

が交友関係を形成するための練習をする場がある点だ。先ほども言ったように施

設内にスポーツジムや食事処があることにより一般の方と積極的に交流できる。

そのため健常者の障がいへの理解が深まり彼らが社会でより生きやすくなるのだ。

子供たちの交友関係についてだが、発達障がいを抱えている子ども達は普通の子

供よりも交友関係を築くのが困難な場合が多いと思う。そのためこういった場で

「望ましくない行為」等について学んだり、隣接する保育園の子供たちと関わる

ことにより力の加減を学べる。そのため学校などでの社会生活がより過ごしやす

くなるという点だ。

写真（1～3点）




